
５月13日より開幕するGLEATのシングルトーナメント「G-CLASS 2026」エン
トリー選手インタビューの第５弾は、石田凱士が登場。昨年はG-REX王者とし
てエントリーされながらよもやの１回戦敗退となったが、今年はシングルマッチ
の機会がなかった分、溜まっているものを一気に放出するような闘いをすると
宣言。そして、B.G.I.対決となる１回戦の相手・KAZMA SAKAMOTOに対し、
ある呼びかけをした。（聞き手・鈴木健.txt）

――昨年のG-CLASSは相手がエル・リンダマンだったとはいえ、１回戦負け
でした。
石田　G-REXチャンピオンとして出場しながらの初戦負けでしたからね。リ
ンダマンにはそのあとすぐ、G-CLASSの決勝戦がおこなわれた日にベルトを
懸けて勝っているんで、今年は逆にベルトを持っているリンダマンに勝てば実
質、挑戦権ゲットですから。その上で優勝するのが一番きれいに去年の借りを
返す形になるでしょう。
――そこまで具体的に描いていると。
石田　もう、僕の中ではできています。去年に関しては心の余裕がありすぎ
たっていうのはありましたね。１月に獲って２月、４月と順調に防衛を重ねての
出場だったんで、まあ負けないだろうっていうのでやったら足元をすくわれた。
それに対し今回は、この数ヵ月ってほとんどシングルをやっていないんです
よ。12月にG-INFINITYを獲ってからはKAZMAさんとのタッグ、あるいは
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かりなんで。でも前回のインタビューでも言った通り僕は基本、シングルプレ
イヤーですから。2026年は５月に来てやっとシングルで見せられる場が来た
なと、気持ちはノッています。
――そこは自分の中でしっかりとシフトチェンジできるものなんですか。
石田　まったく問題ないです。タッグに関してもシングルと同じように自由に
やっているのを、KAZMAさんが補正してタッグチームにしてくれているイ
メージなんで。それがシングルになったら、自分のやりたいことを本当に止め
る人がいなくなって、100％解き放たれる。ほかの出場者はどう思っているか
わからんけど、GLEATにおけるシングルのナンバーワンは僕じゃないと嘘で
すから。それは内容しかり、結果しかり、GLEATの所属全員が思っていること
ですよ。仮に僕以外の人間がトーナメントで優勝しても、自信満々に「俺が１番
だ！」って言えるかというところに疑問があります。
――自分だけでなく、ほかの選手も「石田がシングルプレイヤーとしてはナン
バーワンだ」と思っている確証があるのですか。
石田　あります。ていうか、そう思っていなかったら「あなたはちゃんと試合を
見ているんですか？」って言いたいですよ。自分のことではありますけど、客観
的判断によってそういう結論を出しているんで。同じように、客観的にGLEAT
の試合を見ている人間であれば「石田さんの試合、やべえな」ってなりますよ。
――それを口にしないということは…。
石田　隠しているのか、それとも見ないようにしているかのどちらかですね。
――ただ、１回戦の相手は石田凱士を見ないわけにはいかないポジションの
KAZMA選手です。
石田　KAZMAさんとのシングルは…２回目になるのかな（2023年３月21
日、大阪。石田のG-REX王座にKAZMAが挑戦）。
――記録を調べたところ、前の団体で１度やっていました（2019年８月11日、
名古屋）。その時はKAZMA選手がハーフ・パッケージドライバーで勝っている
ので、通算戦績は１勝１敗になります。



石田　ホンマですか!?　まったく憶えていないですわ。2019年ということは
…キャリア４年ぐらいですか。憶えていないんで、それはなかったことにしま
しょ。前回のタイトルを懸けてやった時は、KAZMAさんが負けはしましたけ
どけっこう自信を持ったと思うんですよ。今までやってきたシングルマッチの
中でも、トップに入る内容、手応えだったんじゃないかと。それは僕も同じで、
今回の１回戦があれを超えられるのかどうかっていうぐらいの試合だったん
です。でも、やるからにはお客さんの熱が一番熱い新宿FACEで超える試合を
できたらなって思うし、因縁のようなものもないんで。この日ばかりはタッグ
パートナーではなくなるけれど、そういうのを抜きにしてお互いのプロレス観
をぶつけ合えたら、いい化学反応が生まれる気がします。
――当時のKAZMA選手はBULK ORCHESTRAとして対戦したので、今回
は関係性が違ってきます。
石田　より近い距離感の中でやるわけだから、手の内は割れていますし。あ
の時は、僕がGLEATに来て半年ぐらいしか経っていなかったんで、KAZMA
さんとは２、３年会っていない状況でのシングルマッチだったんです。向き合
い方に関しては、今回の方が難しいでしょうね。ただ、僕は直球勝負しかでき
ないタイプなんで。KAZMAさんはいろいろ裏をかいてくるタイプですけど、
この試合だけは裏をかいてほしくないですね。僕とKAZMAさんだからこそ、
ストレートな気持ちでぶつかり合う試合をしたいって伝えてください。
――確かに、直球一本で来るKAZMA SAKAMOTOというのは印象がない
です。
石田　BULKの頃はけっこう直球で来たんですよ。僕のスタイルに合わせたの
かどうかはわからないけど、いい意味でも悪い意味でもKAZMA 
SAKAMOTOっぽくない試合というか。うまさを出すんじゃなく、強さを出そ
うとしていたのかなと今にして思うんですけど。そういうのを、このタイミング
でやりたいんですよね。
――GLEATに来る以前からKAZMA選手は灰汁の強さで相手を飲み込んで
しまうタイプでした。ここで言う灰汁とはズルさや嫌らしさ、エグさといったと
ころを指すわけですが。
石田　MAZADAさんに似ていますよね。何をしているわけでもないのに、空
気から何からすべてを持っていってしまう。もちろんそれがプロレスラーとして
の強みであり、うまさであるのは承知していますけど、僕に対してはその部分
で勝負してほしくない。存在感で上回るとか、勝敗を抜きにして俺が持って



いったぜ！とかじゃなく、勝ち負けだけをお互い見て闘いましょうよ。
――この呼びかけを、本番前に出していいんですね。
石田　いいです。プロレスラーはただでさえ一番になりたいと思うし、実際に
トーナメントだからその一番を決める場なんだけど、この１回戦に限ってはそ
ういうものさえも出さずにお互いの気持ちのぶつけ合いをKAZMAさんと
やってみたいんで。
――このあと、KAZMA選手にもインタビューするので、お伝えします。その
上で、応えてくれるかどうか…。
石田　いやいや、これ応えなかったらだいぶしょっぱいですよ。いつものテを
使って勝ったところで嬉しいですか？って。後輩がここまで熱くストレートに
言っているんですよ!?　それの裏をかいて勝つのは大人じゃないですね。
――見る側としては、２・11後楽園でやったBLACK GENERATION 
INTERNATIONAL同士のG-INFINITY戦（石田＆KAZMAvsARASHI＆JD
リー）のような試合がシングルでも見られればという期待があります。
石田　いやあ、あれはホンマにあの日の中で一番気持ち対気持ちでできた試
合だったと思います。同じユニット同士で、こんなにやり合うんだ!?っていうぐ
らいのモノを見せて、無意識のうちに拍手しているような爽快感をお客さん
に与えられるB.G.I.対決がシングルでもできたら、僕は一番の理想です。それ
は僕だけの願望ではなく、お客さんも求めているはずです。
――そう思います。
石田　だからこそKAZMAさん、ガッチリとストレート勝負でやりましょう。

――その上で、準決勝でG-REX王者とやると。
石田　去年のトーナメントからタイトルマッチの流れと同じ形でひっくり返す
には、リンダマンに勝ち上がってきてもらわないと。それで勝ったら誰も文句
言えないじゃないですか。ただ、仮に山村が上がってきたとしても楽しみなん
ですよね。去年の２月にやった時は、僕と山村の関係があるから
（DRAGONGATE時代からの同期）タイトルマッチに漕ぎつけましたっていう
感じで実現したから、逆に僕の方はMAXで楽しめなかったんですよ。
KAZMAさんとやった時とか、T-Hawk、リンダマン、壮馬とやった時は試合
前から湧き出るものが溢れていたんですけど、山村とのタイトルマッチだけは
本当にこのタイミングで彼とでよかったのかなっていう気持ちが僕の中に
あったんです。かといって、その前に負けたから受けるしかない状況で。
――気運を感じなかったんですね。
石田　でも、今の山村だったらこの１年間見ている分ではやっと試合慣れし
てきた感がある。周りの目を気にすることなく自分を出せるようになってきて
いると思っているんで、その山村とならシングルでやりたいっていう気持ちも
あります。
――山村選手は周りの目を気にしているように見えましたか。
石田　全部合わせると６年ぐらいは欠場していたと思うんですけど、復帰戦を
僕とやった時は本当に必死に、どう見られているかなんて考えることなくプロ
レスに戻って来られたという思いのみでやっていた。それが試合数をこなして
いくうちに、自分がどう見られているか評価も気になってくる。当然といったら
当然なんだけど、それによって試合に集中しきれていないなっていうのが見え
たんです。そんな感じだと、僕の方も山村に対し気持ちが入らない。だけど今
の山村は周りがどう見ようとも、俺はこれがやりたいんだ！っていうのをしっ
かり出せているように映る。あいつとは、ちゃんとした舞台でやりたいんです
よ。それは会場がどうとかではなく、しかるべきタイミングでという意味で
ね。ましてやチャンピオンのリンダマンに勝って上がってきたら、確実に前回と
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はまったく違う闘いになりますから。
――一方のリンダマン選手はどう映っているんですか。
石田　今のリンダマンですか…GLEATで何度もシングルやってきましたけ
ど、今は中からにじみ出る覇気がなくなってきているように見えます。チャン
ピオンなんだから強いのはわかるんですけど、以前のリンダマンは中からも
外からも元気を出しているイメージだったんです。今はなんていうか、あの時
のリンダマンを崩してはいけないと思って元気を出しているから、内側から発
せされる元気が出ていない。試合を見ていて、そんな感じがするんです。リン
ダマンと山村に関しては、逆になった感ですね。昔は山村の方が芯からの熱を
感じられなかったのが、今はリンダマンの芯の熱が伝わってこない。
――それでも順調に防衛を重ねています。
石田　だからそれは、強いからなんですよ。強さはある。ただ、心の熱が伝わっ
てこない。それがなんでなのかはわからないですけど。
――そういうのは受け取る側の感覚なので、石田選手の中ではそれが真実な
のでしょう。
石田　だから、リンダマンが違うと言うならそれをぶつけてきてくれればい
いんですよ。メチャクチャ燃えて、芯からの熱を出してくれたら嬉しい。
――一方、反対ブロックですが。
石田　今回はどちらのブロックも…というか、全員誰と誰が当たっても意味
のあるカードになりますよね。それが今回選ばれた８人の理由なんじゃないで
すか。全員分の関係性があるというか。その意味では、河上くんとJUNの物語
を見てきているからみんなが注目していると思うんですけど、僕はT-Hawkと
ハヤトの方が気になります。あの２人がタッグを組んだのも、どこかでシング
ルマッチをやるために組んでいたんじゃないかって思うぐらいで。やたら田村
くんが張られて痛がって、だけどチームとしては安定して強いというストー
リーが描かれているじゃないですか。もしもあの二人が組まずにポンと１回戦
で当たったら、今ほど注目されていないと思うんです。



――それは言えますね。
石田　あの二人の間では、タッグを組んだまま１対１で闘うイメージができて
いたと思うんですよね。これは純粋に、プレイヤー目線で楽しみです。どっちが
勝って、決勝で自分と当たるかとか抜きにして見たいカードだなって。
――とはいえ、自分が優勝するには４人の中の誰かと決勝戦を闘わなければ
なりません。
石田　僕のイメージでは、Ｔか田村の勝った方が決勝に来ると思います。それ
は、どちらが勝ってもシングルの強さがある。シングルマッチって、ごまかせな
いじゃないですか。タッグは、いい意味でも悪い意味でもタッグパートナーが
いるからごまかせたり、なんとかできたりするんですけど、シングルは自分の
力だけでどうにかしなければならない。田村くんとT-Hawkって、そこの強さ
を持っている。今の河上くんとJUNに関しては、そこが見えないんで。
――河上選手はシャーマン以後のシングルマッチは皆無ですし、ブラスナッ
クル選手は介入込みなのでこちらはシングルプレイヤーとしての真価がつか
みきれません。
石田　シングルの強さ云々を抜いた話をすると、この前の（４・８）新宿でJUN
と対戦した時に、ヴィジュアルがメッチャよくなっていると思ったんです。それ
まではトサカ頭、革ジャン、サングラス…誰かにやらされているんちゃうか？っ
て思うぐらい着飾れていないというか、キャラ作りのために頑張っているよう
にしか見えなくて浮いている感があったんですけど、新宿ではそれがハマった
のか、自分がファンだったら好きになってグッズを買っているんじゃないかっ
ていうぐらいの印象を持ったんです。
――ブラスナックルJUNのファンになる！
石田　ということは、あとは強さを出せればバン！と跳ねる。そういう期待感
はありました。ただ、試合は強くないんで。いろいろ（凶器を）使っているじゃな
いですか。あれを使い続けるのかどうかはわからないですけど、それ以外のと
ころでもう一つ何かをつかめば、あれは人気出ますよ。

――反体制で悪いことばかりやっていても人気出ますかね。
石田　いやいや、プロレスファンはそんなところで判断しないですから。河上
くんが裏切られて、それによって主役に躍り出るかと思いきや、実はJUNが主
役になるための流れなんじゃないかって受け取るファンもいるだろうし、僕も
そっちなんじゃないかっていう気がしています。まあ、あとは軍団のまとめ方
ですよね。今、まったくまとまっていないんで。
――本人はリーダーという意識がビタ一文ないらしいです。ユニットのメン
バーも勝手についてきているだけで、金魚のフンだと。



石田　あー、そうなんスか。じゃあ、あれはあれで正解なんですね。そのわりに
は新ユニット名を発表する時、これ見よがしに同じＴシャツ着てきたのは、何
なんですかね。まあ、最終目的が全員一致しているのであれば、もっとスムー
ズにチームとして動くんでしょうけど、現時点ではまったくB.G.I.の敵ではな
いですね。
――まあ、実績的にもそうなりますよね。
石田　B.G . I .って、本当にみんなが凄すぎますよ。２・11後楽園の
G-INFINITYタイトルマッチの前哨戦で、B.G.I.同士の６人タッグマッチを
やったんです（２・４配信マッチ。石田＆KAZMA＆ブラック・アンドロメダ
vsARASHI＆JDリー＆渡辺壮馬）。そこで確信したのは、B.G.I.のチーム力は
当然として、それ以上の個々の強さ。そうか、だからチームがよく見えるん
だっていうことに気づきました。そこは運に恵まれたなというありがたみもあ
ります。海外から来るやつもみんな自分のキャラクターを持っていて、試合で
それを見せられる実力を備えている。だから、僕ら以上のユニットは当分…ま
あ、あと２、３年は出てこないでしょうね。

――ただ、この前のキャプテンフォールマッチでTheSickに勝てなかったとい
う事実はあります。B.G.I.のメンバーがキャプテンではなかったとはいえ。
石田　そうなんですよねえ。でもあれは河上キャプテンが悪い。だって、自分
でキャプテンになりたいって、あれほど言っていながらキャプテンフォール
マッチのルールを知らなかったんですよ!?
――あれは衝撃的でした。あまりの？？？に若干、客席も引いていたほどでし
た。
石田　あれは子どもの発想ですよ。それがなんなのかもわからず、名乗れると
いうだけでなりたいって駄々をこねているような。
――なんのヴィジョンもなく学級委員長になりたがるような。
石田　それですよ！そんなんで、勝てるわけがないじゃないですか。だから、
TheSickに関しては河上くんにお任せします。好きにやってもらって、僕はタッ
グタイトルも持っているし、このトーナメントもあるから、それが終わったあた
りでTheSickのチーム力が上がっていれば河上くん抜きでガッチリやりたい
ですね。
――キャプテン・リーダーなしで。
石田　これからも一人でキャプテンを名乗り続けていいから。あとは頼んだ
ぞ！ですよ。あ、JUNのことで一つ思い出した。反GLE MONSTERSの時、僕
の試合の時だけやたら乱入してきたんですよ。僕らのチームが負けて、それを
見て「へへへ」ってあざ笑うっていうのが２、３回続いたあと、アゴを骨折して
休んで。それで戻ってきたからまた狙ってくるのかなと思ったら、河上くんを裏
切ってそっちの方にいっちゃったじゃないですか。こっちはやられっ放しのまま
回収していないんですよ。誰も憶えていないでしょ？
――私も言われるまでは、まったく。
石田　それはそうですよ、なんの結末もなかったんだから。事を荒らすだけ荒
らして、ケツも拭かずに河上くんに向かっていったのは腹が立ちますよ。ス
トーリーを進められずに置いてきぼりを食らったこっちの立場はどうしてくれ
るんやって。
――先ほどまでファンになりそうと言っていたのが…。
石田　いや、ならんです。逆に、このトーナメント中もこっちから襲いにいくか
もしれないから気をつけておけと。
――いつもは乱入している自分がいきなり乱入されたら、ブラスナックル選
手も慌てるでしょうね。

河上くんは一人の方がいい
B.G.I.入り？絶対に×４ない



石田　ああいうのはよくないですよ。ファンも「あれ、どうなったの？」って困惑
するじゃないですか。おまえが始めた物語だろってやつですよ。
――それで、今後も河上選手が共闘を呼びかけてきたらどうするんですか。
石田　組みません。新宿もバックステージで正式に断りましたから。お疲れ様
でした。あんなの組めないですよ。河上くんはね、一人の方がいいと思うんで
す。今までも、誰ともうまくいっていないじゃないですか。ユニットでリーダー
になるたび、最終的にはみんな離れていく。
――おっしゃる通りです。
石田　BULKも、河上くんが会社をクビになっていなくなってからの方がよ
かったという説もありましたから。つまりはそういうことですよ。
――でも、断ろうと思えば断れたはずなのに一度は組んだじゃないですか。
石田　それは二人で話した時にJUNに対する腹立たしさが一緒だったんで
す。だったらキャプテンフォールで当たればJUNだけを狙えるわけじゃないで
すか。
――向こうのキャプテンはブラスナックル選手しか考えられなかったですか
らね。
石田　これ、メッチャいい機会やん！と思って、じゃあやりましょうってなった
んです。別に自分がキャプテンにならなくてもJUNを狙えるんだから、河上く
んの好きにしていいよっていう感じで。ところが…まさかルールを知らなかっ
たとは、ちょっと想定できなかったですね。あの３時間を返してほしいですよ！
――結果的に不毛な３時間になってしまいました。
石田　ブラスナックルJUNに関することだけじゃないですよ。お互いのプロレ
ス観についても話したし、なぜGLEATでやっているのか、これからどうしてい
きたいかもけっこう熱く語ったんですよ。なんだったんだよ、あの３時間は…。
――つぶらな瞳でスラスラと語る河上選手が目に浮かびます。よかったのは
ケーキを振る舞われたぐらいですね。
石田　まあまあ、いいケーキでした。マダムがいくような高級店の。
――コンビニのシュークリーム１個で済まされた伊藤貴則選手とはえらい違
いですね。
石田　僕はシュークリーム事件、知らなかったんですけどそうだったらしいで
すね。逆に言うと、そういうところは気を遣うのにキャプテンフォールのルー
ルは知らないんですって言い出さないというのも…そういう人ですよ、河上く
んは。
――ファンの中には、あの試合で組んだことをきっかけに河上選手がB.G.I.に
加入するのではと期待を抱いている人もいると思われます。
石田　絶対にない。絶対にない、絶対に…ない。絶対。あの花柄のコスチューム



で入れると思いますか。
――ああ、黒じゃないから無理か。
石田　河上隆一とブラスナックルJUNは、話題だけはやたら集めるじゃない
ですか。それはね、やっぱり話したくなるんですよ。それは僕もわかりますよ。
だけどトーナメントに関しては申し訳ないですけど眼中にはないんで、話題だ
け作ってください。話題枠でお願いします。こっちはトーナメントを盛り上げま
すから。まあ、決勝戦に関しては…今だったらＴとやりたいかな。G-REXを懸
けて負けているし、タッグタイトル戦では獲り返したけど、それはあくまでも
タッグですから。シングルでキッチリと返したい。今はT-Hawkよりも持ち得
ているものが多いんで、この状態でシングルをやりたいですね。まあ、向こう
も進化はしているだろうけど。その上で、７月１日にスリータイムス・チャンピ
オンになります。去年の１月にG-REXを獲った時、僕はGLEATの建て直しを
図ろうと思っていたんです。でも、中嶋勝彦に獲られて自分が少しずつ積み重
ねてきたものが一気に崩れた。それをリンダマンが獲り返して、このままなん
とかやってくれるんだろうなと思っていたら、あれから半年たっても変わって
いない。変わらないことって、僕は悪だと思っているので、このまま任せてもた
だこれが続いていくだけ。平坦は嫌なんで今回、３回目獲ったら自分があの時
にやろうとしたことに再び着手したいですね。石田凱士が思うGLEATという
ものを作っていきます。そこに関しては、まだ未完成なんで。


